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二次感染者が救済要件を満たすことを証明するための資料

母子感染である場合は、集団予防接種等による感染ではありませんが、集団予防接種等によってＢ型肝炎ウイルスに持続感

染した女性（一次感染者）が出産する時、母子感染が起こる可能性があります。この場合、その母子感染によりＢ型肝炎ウイ
ルスに持続感染した原告の方（二次感染者）についても、救済対象となります。救済要件は以下のとおりです。

※ なお、
（ⅰ）一次感染者である父親からの父子感染により持続感染した原告の方
（ⅱ）一次感染者である母親からの母子感染により持続感染者となった方から、さらに母子感染または父子感染し持続感

染した原告の方
（ⅲ） 一次感染者である父親からの父子感染により持続感染者となった方から、さらに母子感染し持続感染した原告の方

の要件については、直接お問い合わせください。

母子感染によりＢ型肝炎ウイルスに感染した原告の方が救済対象となるためには、原告の
母親が予防接種により感染した一次感染者であることが認められることが必要です。

原告の母親が、一次感染者として認定される要件（P.5（１）①～⑤）を全て満たしてい
ることを証明する資料

救済対象者として認められるためには、原告の母親のみならず、原告本人がＢ型肝炎ウイ
ルスに持続感染していることが必要です。

原告本人がＢ型肝炎ウイルスに持続感染していること（確認方法は一次感染者（P.6の要
件１）と同様）を証明する資料

一次感染者である母親からの感染であることが、医学的知見を踏まえて認定されることが
必要となります。

以下の①または②の資料

① 原告が出生直後に既にＢ型肝炎ウイルスに持続感染していたことを示す資料
② 原告と母親のＢ型肝炎ウイルスの塩基配列を比較した血液検査（HBV分子系統解析検
査）結果

※ 上記①又は②の方法以外に、母子感染とは異なる原因の存在が確認されないことを立証する方法も
認められています。そのためには、以下の条件をすべて満たすことが必要です。
・原告の出生前に母親の感染力が弱かったこと（HBe抗原が陰性であったこと）が確認されないこと
・原告が昭和６０年１２月３１日以前に出生していること
・医療記録等に母子感染とは異なる原因の存在をうかがわせる具体的な記載がないこと
・父親が持続感染者でないか、又は父親が持続感染者の場合であっても、原告と父親のＢ型肝炎ウイ
ルスの塩基配列が同定されないこと

・原告のＢ型肝炎ウイルスがジェノタイプＡｅでないこと

Ｑ 塩基配列の検査事務の段取り、検査費用については、どのようになっているのか。

Ａ 証拠として活用するためには、分子系統解析の方法を用いて、母親のＢ型肝炎ウイルスと原告の
Ｂ型肝炎ウイルスの塩基配列について、分子系統解析の方法を用いて比較した検査結果が必要です。
こうした検査は、医療機関から検査会社へ委託して行います。（原告の方から直接検査会社に依頼
する必要はありません。）

この検査にかかる費用については、保険給付の対象外となりますが、この検査結果を用いて和解
が成立した場合には、給付金等と合わせて支払基金から検査費用として６万３千円が支給されます。

要件１．原告の母親が一次感染者の要件を満たすこと

＜必要となる資料＞

要件２．当該原告が持続感染していること

＜必要となる資料＞

要件３．母子感染であること

＜必要となる資料＞


